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Abstract 

The purpose of this study is to clarify the current state of mental health among young teachers 

working in Japanese public schools, and to identify issues for future research through a review of 

research on teachers’ mental health. Surveys by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science 

and Technology shows that the mental health of young teachers is deteriorating, and there are few 

studies on the mental health of young teachers. The future study is to consider ways to maintain and 

improve the mental health of young teachers. 
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1. はじめに

文部科学省の調査（2023）によると，20 歳代の教

員の精神疾患を理由とする休職者はこの 5 年で 1.6

倍以上に増え，在職者数に占める割合も 0.84％に増

えている。また，公立学校において，精神疾患によ

り離職する教員の割合が平成 23年度までの 10年間

で倍増しており，中でも新任教員では病気による依

願退職者の 9 割が精神疾患を理由とするとされて

いる（教職員のメンタルヘルス対策検討会議，2013）。 

こうした現状を踏まえ，本研究では，日本の若手

教員のメンタルヘルスの実態を文部科学省などが

実施している調査結果から概観するとともに，現在

までの若手教員のメンタルヘルスに関する研究動

向を概観することで今後の課題を明らかにするこ

とを目的とする。なお，本研究における若手教員は，

概ね新規採用後 5 年程度までの正規採用者である。 
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2. 文部科学省が実施した調査結果から見る

若手教員のメンタルヘルスの実態

2.1. 精神疾患による休職者 

文部科学省は毎年「公立学校教職員の人事行政状

況調査」を行っているが，精神疾患による病気休職

者及び１か月以上の病気休暇取得者のデータを見

ると，2018（平成 18）年度には 1,765 人（1.25％）

であったものが 2022（令和 4）年度には 3,096 人

（2.02％）と増加している（図 1）。では，この数値

は高いのだろうか。

図 1 公立学校 20 歳代教職員の精神疾患による病気休職者及び

１か月以上の病気休暇取得者の推移（「公立学校教職員の人事行

政状況調査」による） 

総務省が 2021 年 12 月に公表した「令和 2 年度 

地方公務員のメンタルヘルス対策に係るアンケー

ト調査結果」では，2020（令和 2）年度の都道府県

および市町村の首長部局に勤務する 10歳代と 20歳

代のメンタル不調による休務者は 4,697 人（2.31％）

であった。このことから，若手教員の休職率が公務

員の他職種に比べて高いとは言えない。経済産業研

究所が 2011～2012 年度に実施した『人的資本形成

とワークライフバランスに関する企業・従業員デー

タ調査』から，従業員規模 100 人以上の 451 企業

に勤務する，20 歳代と 30 歳代の，2011 年度末時点

でのメンタルヘルスの不調により連続 1 ヶ月以上

休んだ民間企業の正社員の割合は約 1．2％，退職者

は約 0.4％となっており（黒田･山本，2014），これ

に比べると高いと言える。これらのことから，調査

時期は異なるものの，若手教員の休職率は民間企業

に比べれば高く，メンタルヘルスの状態はよくない

と考えられる。

2.2.  教師の勤務実態 

また，文部科学省が行った教員勤務実態調査（令和

４年度）の速報値では、平成 28 年度の同調査より

は減少しているものの，30 歳以下教諭の平日の平均

在校時間は 11 時間 3 分（小学校）と 11 時間 29 分

となっており，平日は恒常的に 1 日あたり 3 時間超

の残業が発生していることになる（図 2）。平日は午

前 8 時前から出勤して，午後 4 時前まで授業を行

い，その後授業準備や事務作業をしたり，部活動を

行ったりして，午後 7 時過ぎに退勤するのが平均的

な若手教諭ということになる。また，土日の平均在

校時間も 37 分（小学校）と 2 時間 40 分（中学校）

となっており，休日出勤が，特に中学校教諭では常

態化していることが推測される（図 3）。これも中学

校の場合は主に部活動に起因すると考えられる。

図 2 30歳以下教諭の平日の平均在校時間（「教員勤務実態調査」

による） 

図 3 30歳以下教諭の土日の平均在校時間（「教員勤務実態調査」

による） 
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文部科学省は，働き方改革の流れもあり，前回調

査に比べて勤務時間が減っていると分析している

が，令和 4 年度でも平日だけで月 60 時間以上の残

業が発生している状況は憂慮すべき問題である。ま

た労働基準法が定める休憩時間を取れている教員

が皆無であることも違法であり，極めて問題である。

こうした状況が教師不足（文部科学省，2022）を招

いている一因であると考えられるが，抜本的な対策

はこれからという状況である。

3. 若手教員のメンタルヘルスに関する研究

動向

3.1. 対象となる文献の抽出方法 

ここまで文部科学省が実施した調査を概観して

きたが，ここではそれ以外の若手教員のメンタルヘ

ルスに関する先行研究を概観することにする。

先行研究の抽出に関して，NII 学術情報ナビゲー

タの CiNii Research を利用し，「新任・初任・若手＋

教師・教員＋メンタルヘルス・ストレス」をキーワ

ードとして，過去 10 年間（2013 年～2023 年）の学

会発表論文集や商業雑誌論文を除いた学術研究論

文について検索した。過去 10 年に限定したのは，

働き方を問題視する風潮が強くなってきた状況下

での研究を抽出するためである。

その結果，学術研究論文として 13 の研究論文が

抽出された。13 の研究論文は大まかに，（事例研究

を含む）メンタルヘルスに関する実態を明らかにす

る研究（萱森･赤坂，2023；高木・田中･黒田･露口，

2023；髙野･川俣･河村，2022；高橋，2017；北原，

2013），メンタルヘルスへの影響因を明らかにする

研究（鹿嶋･茅野，2022；上村･牧，2020；中村･松永･

原田，2014；松永･中村･三浦･原田，2017；松永･中

村･三浦･古谷，2021），メンタルヘルスの維持･向上

を目指す（介入）研究（三沢，2019；松岡，2016；

椋田･小野，2014）であった。これらの研究について，

その概要を表 1 に示す。 

3.2. 13の先行研究の概要と今後の課題 

13 の先行研究について，質問紙調査によるものが

4 件，面接調査によるものが 4 件，事例研究が 3 件，

複数の方法を組み合わせたものが 2 件であった。 

髙野･川俣･河村（2022），松永･中村･三浦･古谷

（2021），松永･中村･三浦･原田（2017）や北原（2013）

から，経験不足，元々もっていた教職や学校のイメ

ージと実際の認知とのずれ，児童生徒への対応や学

習指導がうまくいかない，周囲からのプレッシャー，

職場（学校）の人間関係などが若手教員のメンタル

ヘルスを悪化させる要因となっていた。また初任者

の場合，入職当初は人間関係，職能の未熟さ，生活

時間への不満がストレスとなっているが，徐々に職

能の未熟さや生活時間への不満は減り，人間関係の

ストレスは減らないことも明らかになっている。若

手教員のメンタルヘルスを悪化させる要因には，仕

事や職場（学校）に慣れていくことで改善されるも

のとそうでないものがあり，これらを分けて考えて

いく必要があるだろう。

高木・田中･黒田・露口（2023），萱森･赤坂（2023），

鹿嶋･茅野（2022），上村･牧（2020）や高橋（2017）

から，主観的幸福感を高める，同僚や管理職からの

情緒的なサポートや授業づくりへのアドバイスな

どの道具的なサポートが若手教員のメンタルヘル

スを悪化させない要因となり得ることが示唆され

ている。つまり，若手教員のメンタルヘルスを悪化

させないためには職場（学校）が協働的な職場環境

であることが重要であり，協働的な職場（学校）で

働くことでさまざまなサポートが得られ，結果とし

て主観的幸福感が高まり，メンタルヘルスが良好な

状態が維持されるだと考えられた。しかし，どうす

れば学校が協働的な職場環境になるのかは明らか

になっておらず，この点は今後の課題である。

実際に若手教員に介入した研究は三沢（2019），

松岡（2016）と椋田･小野（2014）であった。この 3

つの研究では，個別の対応であること，受容される

ことや共感されることが重要であること，自分自身

を振り返ることで教師としての意欲や自信を回復

できる可能性があること，などが示唆されている。

しかし，3 件しか報告がなく，こうした取り組みが

広がっていない可能性がある。こうした取り組みが

多くなされることが今後の課題である。
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表 1 2013 年から 2023年における若手教員のメンタルヘルスに関する研究 

著者 発行年 タイトル 目的 方法 対象 結果

高木・田中･
黒田・露口

2023

初任教諭の３年

間縦断的データ
でのメンタルヘ
ルスに関する探
索的分析

教職のメンタルヘルスを
めぐる変数についてどの

ような構造にまとめるこ
とが現実的であるかを考
え，各々の性質を探索す
るとともに，時系列で信
頼性を検討する

質問紙調査 初任教諭63名

メンタルヘルスを抑う

つ，ウェル･ビーイン
グ，主観的幸福感で捉
え，主観的幸福感が多様
な影響を及ぼすことが確
認された

萱森･赤坂 2023
若手教員のメン
タルヘルスに関
する事例研究

教職員のコミュニケー
ションが2年目教員のメ
ンタルヘルスに及ぼす影
響を明らかにした上で，
若手教員のメンタルヘル
スを維持する方法を検討

する

観察と面接調査
（半構造化面
接）

新規採用2年目の
女性教諭1名（面
接は同じ学校に
勤務する教諭2名
と教頭も対象）

相互作用を促すコミュニ

ケーションが若手教員の
メンタルヘルスを維持す
る一助になることが明ら
かになり，若手教員とメ
ンター的存在である経験
のある教員との関係がよ
りよく働くと若手教員の

職場適合によい相互作用
を及ぼすことが示唆され
た

髙野･川俣･河
村

2022
小学校教師が感

じる新任時の困
難の質的特徴

新任時の困難を整理し、
カテゴリー化する

面接調査（半構
造化面接）

経験2年目までの

小学校教諭14名

実施困難，分からなさ，
イメージと実際の認知の
ずれ，否定的評価，不

満，支援獲得の不足，時

間の不足，身体的疲労と
休息の不足，負担という
9カテゴリーが抽出され

た

鹿嶋･茅野 2022

新任教員ソー
シャル・サポー
ト尺度の作成と
新任教員のニー
ズとベテラン教

員のサポート意
識の差異

新任教員ソーシャル・サ
ポート尺度を作成すると
ともに（研究1），新任

教員が必要としているサ
ポート内容と教職経験20
年以上のベテラン教員が

思う新人教員が必要とし
ているサポート内容の相
違について検討する（研
究2）

質問紙調査

研究1は教職経験
2年目までの教員
62名，研究2は教
職経験20年目以

上の教員46名

新任教員ソーシャル・サ
ポート尺度は5因子構造

で，一定の信頼性･妥当
性が認められた。新人と
ベテランの相違は，授業
づくりの支援はベテラン
教員が考える以上に新任
教員が求めているサポー

トである一方，受容・共
感的支援や学級活動の支
援は新任教員が求める以
上にベテラン教員が重要
視している可能性が示さ
れた

松永･中村･三
浦･古谷

2021

管理職からみた
新任教師のリア
リティ・ショッ

クの現状

管理職が認識している，
新任教師のリアリティ
ショックの要因を明らか

にする

面接調査（半構
造化面接）

公立小中学校長5
名

管理職は生徒への対応の
難しさと学習指導の失敗
を新任教師のリアリティ
ショックと捉えていた。
管理職は新任教師に対し
て，会話しやすい体制づ
くりと何らかの指示をす

るといった間接的な支援
と，アドバイスをした
り，電話をかけたり，話
を聞いたりといった直接
的な対応をしていた

上村･牧 2020

新任教師のスト

レスに関わる環

境要因の探索的
検討

職場の環境要因を中心と

したストレッサーやスト

レスを緩衝する環境要因
を探索的に検討する

面接調査（半構

造化面接）

教職2年目の若手

教師3名

同僚との関係や職場の協

働性といった環境要因が
新任教師のストレスやそ

の低減に関与している可
能性が示された

三沢 2019

質的研究法TAE
を用いた面接が

新任教師の生徒
指導上の気づき
と行動を促す事
例

質的研究法TAEを用いた

面接を行い，教師として
の目標や使命などを見出

し，理想の教師像の確立
と指導方法の改善を図る
とともに， メンタルヘル

ス向上にも結びつくかを
検証した

事例研究

中学校に勤務す
る新卒3年目26歳
の男性教諭1名

TAEにより理想の教師像

や具体的な指導方法を見

出すことができ，教師と
しての意欲や自信が増す
ことで，メンタルヘルス
向上の可能性が示唆され
た

高橋 2017

発達に遅れや偏
りのある子ども
への援助におけ
る教職員のメン
タルヘルスの検
討

発達に遅れや偏りのある

子どもに関わっている保
育士，教員等の，子ども
やその関係者との関わり
における困難さや対応の
特徴を明らかにし，スト
レスの軽減やメンタルヘ
ルスの不調の予防を若手

教員の事例を通じて検討
する

質問紙調査およ
び面接調査（半
構造化面接）

質問紙調査は若
手教員以外も含
み134名。半構造

化面接は20歳代

の小学校教諭4名

（半構造化面接の結果）
学校において信頼できる
同僚や管理職に相談した
り，話し合ったりする機
会があること，それが子
どもへの指導や関わりに
影響していると認識して

いることが共通していた
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高橋 2017

発達に遅れや偏

りのある子ども

への援助におけ

る教職員のメン

タルヘルスの検

討

発達に遅れや偏りのある

子どもに関わっている保

育士，教員等の，子ども

やその関係者との関わり

における困難さや対応の

特徴を明らかにし，スト

レスの軽減やメンタルヘ

ルスの不調の予防を若手

教員の事例を通じて検討

する

質問紙調査およ

び面接調査（半

構造化面接）

質問紙調査は若

手教員以外も含

み134名。半構造

化面接は20歳代

の小学校教諭4名

（半構造化面接の結果）

学校において信頼できる

同僚や管理職に相談した

り，話し合ったりする機

会があること，それが子

どもへの指導や関わりに

影響していると認識して

いることが共通していた

松永･中村･三

浦･原田
2017

新任教師のリア

リティ・ショッ

ク要因尺度の作

成

新任教師のリアリティ

ショックにつながる要因

を測定する尺度を開発

し，その妥当性，信頼性

を確認する

質問紙調査
1年目の新任教師

219名

新任教師のリアリティ

ショックは，職場の人間

関係，経験不足，生徒や

保護者との関係，職場の

プレッシャーの4 因子で

構成され，リアリティ

ショックは不安やうつに

正の影響を及ぼすことが

明らかとなった

松岡 2016

若手教員への

「教育相談」を

通した教育効果

に関する研究

メールや電話での相談

が，若手教員のメンタル

ヘルスを維持し，バーン

アウトを未然に防ぐため

の早期発見を促すことを

示す

事例研究（メー

ルおよび電話に

よる相談）

勤務4年目の中学

校教諭1名

2年間にわたり，メール

と電話で相談を行うこと

で，徐々に自己開示でき

るようになった

中村･松永･原

田
2014

新任教師のリア

リティ・ショッ

クの影響を緩和

する社会的要因

の探索的検討

新任教師のリアリティ

ショックのメンタルヘル

スへの影響を緩和する要

因として，ソーシャルサ

ポート，援助要請行動と

被援助志向性の影響を検

討する

質問紙調査

新任教師89名
（調査1）と新任

教師104名（調査

2）

同僚および上司からの情

緒的サポートおよびサ

ポートを得ることに対す

る肯定的な態度が援助要

請行動に影響を及ぼすこ

とが明らかとなった

椋田･小野 2014

若手教師のメン

タルヘルスのた

めの実践的取り

組みの検討

若手教師に個人面談を行

うことで心の健康を維持

できるよう支援するプロ

グラムを作成する

事例研究

採用2年目の教員

22名（全員が埼

玉大学卒業･修了

生）

CES-Dの基準で18％が抑

うつ状態であった（予備

軍も含む）。1時間の個

人面接は，気づきが得ら

れたり，傾聴，受容体験

がポジティブに評価され

たりして，有用であると

考えられた

北原 2013

中学校新任教師

のストレスの特

徴とその支援の

あり方

中学校新任教師のストレ

スの特徴を明らかにし，

新任教師のストレス支援

のあり方を検討する

面接調査（半構

造化面接）

20歳代の中学校

新任教諭14名

1学期は人間関係，職能

の未熟さ，生活時間への

不満から生じるストレス

の訴えが多いが，3学期

まで訴えられていたのは

人間関係から生じるスト

レスであった。2学期に

なるとストレスを乗り越

えて前進するものと人間

関係のストレスを3学期

まで抱えてしまうものと

が見られた

4. 結論

文部科学省などが実施している調査結果から日

本の若手教員のメンタルヘルスの実態は他の年代

の教員や民間の会社員に比べてよくないこと，若手

教員の勤務時間も依然として長時間であることが

明らかとなった。

過去 10 年の若手教員のメンタルヘルスに関する

研究動向として，若手教員のメンタルヘルスを悪化

させる要因，悪化させない要因の探索と事例研究が

なされているが，研究数が少ないことが明らかとな

った。

5. 付記

本研究は JSPS 科学研究費補助金（基盤研究

(Ｃ)20K903388）の助成を受けて実施された。 
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